








 

小児パラプレジアの神経症状の診断にとって脊髄造影は有用であるが、従来の造影剤では 

slde effect が強く、乳幼児には積極的に試みられない傾向があった。しかし Norway で開

発され毒性の少なさと造影像の優秀性が高く評価されている水溶性造影剤 metrizamide 

が出現してから、すでに欧米では小児の造影に広くおこなわれてきている。私も昨年度 2

例の myelomeningocele(以下 M.M.と略す)、meningocele(M.G.)に metrizamide 脊髄造影を

行い報告したが、その後更に M.M. ， M.G. , Spinal dysraphism など 5 例に行い、いず

れにも異常所見を認めた。 


